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Ⅰ 教育養成の目標 
 本学の教職課程では、学部・学科の総合的かつ実践的な教育を通して、教育現場で活躍できる専門職業人の

養成を目指しています。現在の教育現場で活躍できる専門職業人となるためには、教員としての高度な専門性に加

えて、広い教養や豊かな人間性を持つことが必要です。そのために、社会的な要請の変化に対応できる実地応用力

を有し、かつ、学校で教授される人間生活全般に関連した叡智の基盤を有する人材の養成を目標としています。本

学教職課程は、この目標に沿って、長年に渡り教育現場に多くの教員を輩出してきた実績を持っています。 

現在の教育現場においては、生徒の個性や多様性が重視されるようになっており、その教育を担当する教員には、

その多様性に対応できる能力と人間性が求められています。教員養成を主たる目的とする大学や専門職大学院の

卒業生、修了生だけではなく、さまざまな分野の高度な専門教育を受けた教員や、一般企業、公務員などの他業

種を経験した教員など、多様な知識や経験と専門性を持つ教員集団によって教育が行われることは、多様な生徒へ

の対応のために必要不可欠です。本学は、教員養成を主たる目的とする大学ではありませんが、そのような教育現

場の要請にしたがって、高度な専門性、広い教養、豊かな人間性を持つ教員を一貫して養成し続けています。    

 
 

Ⅱ 取得できる教員免許状の種類および教科 
１．学科単位で設置している教職課程を履修し定められた単位を修得し、所要の手続きをとることにより、以下の

学校種・教科の普通免許状：一種免許状を取得することができます。 

２．2009年に教員免許更新制が導入されて以降、普通免許状には 10年の有効期間が定められています。つま

り、本学で教職課程を履修し定められた単位を修得し、卒業と同時に取得した免許状は、卒業から 10 年後の

年度末で失効します。ただし、大学で修得した単位が無効になるわけではないので、30 時間の免許状更新講習

を受講すれば、新たに免許状が授与されます。 
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Ⅲ 教育職員免許状（一種）取得のための要件 

１．基礎資格として、学士の学位を有することが必要です。 

２．法律上は、教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」59単位、教育職員免許法施行規則

第 66条の 6 に定める科目 8単位、合わせて 67単位以上の修得が必要です。 

ただし、学科・教科によって最低必要単位数が異なります。5頁以降の各学部の科目表を確認してください。 

３．中学校と高等学校の免許状を両方取得する場合、教職課程の科目は共通の科目として使用することができ

ます。 

４．「＊」印のついた「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、「教科に関する科目」の 20単位程度と、「教

育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目」の8単位は、各学部の学位を取得するための授業科目

と重複しています。 
 

学部 学科・専攻 
2021年度入学生 

中学校一種 高等学校一種 

法 

法律 社会 地理歴史、公民 

国際企業関係法 社会 公民 

政治 社会 地理歴史、公民 

経済 

経済 社会 地理歴史、公民、商業 

経済情報システム 社会 公民、商業 

国際経済 ― ― 

公共・環境経済 社会 公民 

商 

経営 社会 地理歴史、公民、商業 

会計 社会 公民、商業 

商業・貿易 ― 商業 

金融 ― 商業 

総合政策 
政策科 社会 公民 

国際政策文化 社会 公民 
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５．教育職員免許法の特例により、中学校の教員免許状を取得したい場合は、7日間以上の介護等体験が必

要となります。 

６．大学が独自に認定する科目について 

「大学が独自に認定する科目」は、中学校一種免許状を取得する場合４単位以上、高等学校一種免許状を

取得する場合には12単位以上、修得する必要があります。これらの単位は以下の方法によって満たすことができ

ます。 

   ①教職基幹科目の「大学が独自に認定する科目」に設置されている「学校インターンシップ１」、「学校インター

ンシップ２」、「道徳教育の理論と方法」(高校一種免のみ)の単位を修得した場合、「大学が独自に設定す

る科目」として計上します。 

   ②「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「教職基幹科目」を所定の最低単位数より多く修得することに

よって、その超過分の単位を「大学が独自に認定する科目」として計上します。 

 

 
 

 

 
法令上の科目区分等 

最低修得単位数 

中学校 
一種免許状 

高等学校 
一種免許状 

 
教育職員免許法に 
定める「教科及び教職
に関する科目」 

教科及び教科の指導法に関する科目＊ 28 24 
教育の基礎的理解に関する科目 10 10 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談等に関する科目 10 8 

教育実践に関する科目 7 5 
大学が独自に設定する科目 4 12 

合計 59単位 59単位 

 
教育職員免許法施行
規則第 66条の 6 に 
定める科目 

日本国憲法 2 2 

体育 2 2 

外国語コミュニケーション 2 2 

情報機器の操作 2 2 

合計 ８単位 ８単位 
 
介護等体験特例法に 
定める介護等体験 

 
要 不要 
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◎最低単位数の例外について（法学部・経済学部・商学部） 

前頁記載の免許状取得における単位数について、法学部・経済学部・商学部においては最低単位数に例外があり

ます。 

【法学部】 

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」の最低修得単位数の例外 

・法学部国際企業関係法学科の「中学・社会」の課程は、教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科

目」の最低修得単位数が 61単位となります。 

・法学部政治学科の「中学・社会」の課程は、教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」の最低修

得単位数が 61単位となります。 

●教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目の最低修得単位数の例外 

・法学部では、教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目の最低修得単位数は、12単位となります。 

 

【経済学部】 

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」の最低修得単位数の例外 

・経済学部経済学科「中学・社会」の課程は、教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」の最低修

得単位数が 63単位となります。 

●教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目の最低修得単位数の例外 

・経済学部では、教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目の最低修得単位数は、10単位となりま

す。 

 

【商学部】 

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」の最低修得単位数の例外 

・商学部では、教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目の最低修得単位数は、10単位となります。 
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◎各学部の科目表

必修 選択
必修 歴史E 2 1･2 法律
必修 歴史F 2 1･2 法律
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職

「法律学、政治学」 必修 法学入門 2 1 法律 2
必修 社会学１ 2 1･2 法律/政治
必修 社会学２ 2 1･2 法律/政治
必修 倫理学１ 2 1･2 法律
必修 倫理学２ 2 1･2 法律
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 文化論Ａ1 2 1･2 法律
選択 文化論Ａ2 2 1･2 法律
選択 国際政治史１ 2 2 法律
選択 国際政治史２ 2 2 法律
選択 法思想史１ 2 2･3 法律
選択 法思想史２ 2 2･3 法律
選択 西洋法制史 4 3･4 法律
選択 東洋法制史 4 3･4 法律
選択 ロシア法史 4 3･4 法律
選択 日本法制史 4 3･4 法律
選択 文化論Ｂ1 2 3･4 法律
選択 文化論Ｂ2 2 3･4 法律
選択 民法概論・総則A 2 1 法律
選択 民法総則B・物権総論 4 1 法律
選択 刑法総論 4 2 法律
選択 企業法総論 2 2 法律
選択 企業取引法 2 2 法律
選択 刑法各論 4 2 法律
選択 家族法 4 ※ 法律
選択 担保物権 2 3･4 法律
選択 民事執行・保全法 2 3･4 法律
選択 行政法総論 4 3･4 法律
選択 会社法１ 4 3･4 法律
選択 民事訴訟法 4 3･4 法律
選択 刑事訴訟法 4 3･4 法律
選択 行政救済法 4 3･4 法律
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

配当年次

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
最低修得単位数履修科目 履修

単位

法学部／法律学科【中学社会】

免許法施行規則に定められた
科目区分

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
職
基
幹
科
目

59
単位
以上

4

6

4

4

8

10

10

7

27

28

日本史・外国史

日本史・外国史

「法律学、政治学」

教育の基礎的理解に関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

地理学(地誌を含む。)
教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

「哲学、倫理学、宗教学」

「社会学、経済学」

各学部学科における在学中に履修すべき科目及び最低取得単位数は次頁の表のとおりです。表中からそれぞれについて最低必要単
位を満たして履修してください。なお、各学部における他学科科目に関しては、年度により履修できない場合がありますので、履修の際は
十分注意してください。

教育実践に関する科目

大学が独自に設定する科目

※法曹コース・公共法務コースは2年次配当、企業コースは３・４年次配当。

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
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必修 憲法１（人権） 1 法律
選択 身体運動と健康１ 1 法律
選択 身体運動と健康２ 1 法律
選択 スポーツと健康１ 1 法律
選択 スポーツと健康２ 1 法律
選択 生涯スポーツ実習 1 法律
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｃ 2～4 法律
選択 英語（Ａ）１ 1 法律
選択 英語（Ａ）２ 1 法律
選択 英語（Ｂ）１ 2 法律
選択 英語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 法律
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 法律
選択 フランス語（Ａ）１ 1 法律
選択 フランス語（Ａ）２ 1 法律
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 法律
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 法律
選択 中国語（Ａ）１ 1 法律
選択 中国語（Ａ）２ 1 法律
選択 中国語（Ｂ）１ 2 法律
選択 中国語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 法律
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 法律
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 法律
選択 情報処理１ 1･2 法律
選択 情報処理２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 法律
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 法律2

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

2

4

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

44
1
1
1
1

1
1
1
1

2

履修科目

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
単位 配当年次 履修 最低修得単位数

2

2
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必修 選択
日本史 必修 歴史E 2 1･2 法律 2
外国史 必修 歴史F 2 1･2 法律 2

必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職

地誌 必修 地誌学 2 1～4 教職 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
選択 文化論Ａ1 2 1･2 法律
選択 文化論Ａ2 2 1･2 法律
選択 日本法制史 4 3･4 法律
選択 国際政治史１ 2 2 法律
選択 国際政治史２ 2 2 法律
選択 法思想史１ 2 2･3 法律
選択 法思想史２ 2 2･3 法律
選択 西洋法制史 4 3･4 法律
選択 東洋法制史 4 3･4 法律
選択 ロシア法史 4 3･4 法律
選択 文化論Ｂ1 2 3･4 法律
選択 文化論Ｂ2 2 3･4 法律
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

※法曹コース・公共法務コースは2年次配当、企業コースは３・４年次配当。

人文地理学・自然地理学

教
科
に
関
す
る

専
門
事
項

4

日本史

外国史

各教科の指導法 4

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

法学部／法律学科【高校地理歴史】

14

59
単位
以上

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
免許法施行規則に定められた

科目区分
履修科目

単位
配当年次 履修 最低修得単位数

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

―7―



必修 憲法１（人権） 1 法律
選択 身体運動と健康１ 1 法律
選択 身体運動と健康２ 1 法律
選択 スポーツと健康１ 1 法律
選択 スポーツと健康２ 1 法律
選択 生涯スポーツ実習 1 法律
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｃ 2～4 法律
選択 英語（Ａ）１ 1 法律
選択 英語（Ａ）２ 1 法律
選択 英語（Ｂ）１ 2 法律
選択 英語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 法律
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 法律
選択 フランス語（Ａ）１ 1 法律
選択 フランス語（Ａ）２ 1 法律
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 法律
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 法律
選択 中国語（Ａ）１ 1 法律
選択 中国語（Ａ）２ 1 法律
選択 中国語（Ｂ）１ 2 法律
選択 中国語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 法律
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 法律
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 法律
選択 情報処理１ 1･2 法律
選択 情報処理２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 法律
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 法律

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

2外国語コミュニケーション

1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1
1

日本国憲法 4 4

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 必修 法学入門 2 1 法律 2

必修 社会学１ 2 1･2 法律/政治
必修 社会学２ 2 1･2 法律/政治
必修 倫理学１ 2 1･2 法律
必修 倫理学２ 2 1･2 法律
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 民法概論・総則A 2 1 法律
選択 民法総則B・物権総論 4 1 法律
選択 刑法総論 4 2 法律
選択 企業法総論 2 2 法律
選択 企業取引法 2 2 法律
選択 刑法各論 4 2 法律
選択 家族法 4 ※ 法律
選択 担保物権 2 3･4 法律
選択 民事執行・保全法 2 3･4 法律
選択 行政法総論 4 3･4 法律
選択 会社法１ 4 3･4 法律
選択 民事訴訟法 4 3･4 法律
選択 刑事訴訟法 4 3･4 法律
選択 行政救済法 4 3･4 法律
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

大学が独自に設定する科目

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教育実践に関する科目 5

※法曹コース・公共法務コースは2年次配当、企業コースは3・4年次配当。

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

14

59
単位
以上

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 4

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」
4

4

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

法学部／法律学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 憲法１（人権） 1 法律
選択 身体運動と健康１ 1 法律
選択 身体運動と健康２ 1 法律
選択 スポーツと健康１ 1 法律
選択 スポーツと健康２ 1 法律
選択 生涯スポーツ実習 1 法律
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 法律
選択 生涯体育Ｃ 2～4 法律
選択 英語（Ａ）１ 1 法律
選択 英語（Ａ）２ 1 法律
選択 英語（Ｂ）１ 2 法律
選択 英語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 法律
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 法律
選択 フランス語（Ａ）１ 1 法律
選択 フランス語（Ａ）２ 1 法律
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 法律
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 法律
選択 中国語（Ａ）１ 1 法律
選択 中国語（Ａ）２ 1 法律
選択 中国語（Ｂ）１ 2 法律
選択 中国語（Ｂ）２ 2 法律
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 法律
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 法律
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 法律
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 法律
選択 情報処理１ 1･2 法律
選択 情報処理２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 法律
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 法律
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 法律
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 法律

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

外国語コミュニケーション

1

1
1
1
1

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

最低修得単位数

日本国憲法 4 4

免許法施行規則に定めらた
科目区分

履修科目 単位 配当年次 履修

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
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必修 選択
必修 日本史（教職） 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職
必修 外交と国際法１ 2 1 国企
必修 外交と国際法２ 2 1 国企
必修 ミクロ経済学１ 2 1 国企
必修 ミクロ経済学２ 2 1 国企
必修 マクロ経済学１ 2 2 国企
必修 マクロ経済学２ 2 2 国企
必修 哲学１ 2 3･4 国企
必修 哲学２ 2 3･4 国企
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 比較法文化論 2 1 国企
選択 憲法 4 1 国企
選択 民法総則・物権総論 4 1 国企
選択 債権総論 4 2 国企
選択 債権各論 4 2 国企
選択 刑法 4 2 国企
選択 英米法概論 2 2 国企
選択 国際法総論１ 2 2 国企
選択 国際法総論２ 2 2 国企
選択 EU法 2 3･4 国企
選択 開発の国際法 2 3･4 国企
選択 国際経済法 4 3･4 国企
選択 国際経済学１ 2 3･4 国企
選択 国際経済学２ 2 3･4 国企
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

27道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7

大学が独自に設定する科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

日本史・外国史 4

34

「法律学、政治学」 4

「法律学、政治学」

「社会学、経済学」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「哲学、倫理学、宗教学」 4

各教科の指導法

8

61
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

「社会学、経済学」

8

法学部／国際企業関係法学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 憲法 1 国企
選択 身体運動と健康１ 1 国企
選択 身体運動と健康２ 1 国企
選択 スポーツと健康１ 1 国企
選択 スポーツと健康２ 1 国企
選択 生涯スポーツ実習 1 国企
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 国企
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｃ 2～4 国企
必修 英語（Ⅲ） 1 国企
必修 英語（Ⅳ） 1 国企
選択 情報処理１ 1･2 国企
選択 情報処理２ 1･2 国企
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 国企
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 国企
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 国企
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 国企

外国語コミュニケーション
1

2
1

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

日本国憲法 4 4

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 外交と国際法１ 2 1 国企
必修 外交と国際法２ 2 1 国企
必修 ミクロ経済学１ 2 1 国企
必修 ミクロ経済学２ 2 1 国企
必修 マクロ経済学１ 2 2 国企
必修 マクロ経済学２ 2 2 国企
必修 哲学１ 2 3･4 国企
必修 哲学２ 2 3･4 国企
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 比較法文化論 2 1 国企
選択 憲法 4 1 国企
選択 民法総則・物権総論 4 1 国企
選択 債権総論 4 2 国企
選択 債権各論 4 2 国企
選択 刑法 4 2 国企
選択 英米法概論 2 2 国企
選択 国際法総論１ 2 2 国企
選択 国際法総論２ 2 2 国企
選択 EU法 2 3･4 国企
選択 開発の国際法 2 3･4 国企
選択 国際経済法 4 3･4 国企
選択 国際経済学１ 2 3･4 国企
選択 国際経済学２ 2 3･4 国企
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

23

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

8

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 4

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

8

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」
4

59
単位
以上

法学部／国際企業関係法学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

4

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

20

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」
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必修 憲法 1 国企
選択 身体運動と健康１ 1 国企
選択 身体運動と健康２ 1 国企
選択 スポーツと健康１ 1 国企
選択 スポーツと健康２ 1 国企
選択 生涯スポーツ実習 1 国企
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 国企
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 国企
選択 生涯体育Ｃ 2～4 国企
必修 英語（Ⅲ） 1 国企
必修 英語（Ⅳ） 1 国企
選択 情報処理１ 1･2 国企
選択 情報処理２ 1･2 国企
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 国企
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 国企
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 国企
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 国企

外国語コミュニケーション
1

2
1

1
1
1
2

日本国憲法 4

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

4

体育

1

2

1
1
1

1
2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 歴史A１ 2 1･2 政治
必修 歴史A２ 2 1･2 政治
必修 歴史B１ 2 1･2 政治
必修 歴史B２ 2 1･2 政治
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職
必修 政治学１ 2 1 政治
必修 政治学２ 2 1 政治
必修 社会学１ 2 1･2 法律/政治
必修 社会学２ 2 1･2 法律/政治
必修 宗教学１ 2 1･2 政治
必修 宗教学２ 2 1･2 政治
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 日本政治史料講読A1 2 3 政治
選択 日本政治史料講読A2 2 3 政治
選択 歴史C 2 3･4 政治
選択 歴史D 2 3･4 政治
選択 政治思想史A1 2 3･4 政治
選択 政治思想史A2 2 3･4 政治
選択 政治思想史B1 2 3･4 政治
選択 政治思想史B2 2 3･4 政治
選択 政治史A1 2 3･4 政治
選択 政治史A2 2 3･4 政治
選択 政治史B1 2 3･4 政治
選択 政治史B2 2 3･4 政治
選択 日本政治史料講読Ｂ1 2 4 政治
選択 日本政治史料講読Ｂ2 2 4 政治
選択 憲法１（人権） 4 1 政治
選択 国際学 2 1 政治
選択 平和学 2 1 政治
選択 憲法２（統治） 4 2 政治
選択 現代政治理論１ 2 2 政治
選択 現代政治理論２ 2 2 政治
選択 行政学１ 2 2 政治
選択 行政学２ 2 2 政治
選択 国際政治学１ 2 2 政治
選択 国際政治学２ 2 2 政治
選択 地方政府論１ 2 2 政治
選択 地方政府論２ 2 2 政治
選択 政治過程論１ 2 3･4 政治
選択 政治過程論２ 2 3･4 政治
選択 比較政治論１ 2 3･4 政治
選択 比較政治論２ 2 3･4 政治
選択 地域政治論１ 2 3･4 政治
選択 地域政治論２ 2 3･4 政治
選択 第三世界論１ 2 3･4 政治
選択 第三世界論２ 2 3･4 政治
選択 政策学１ 2 2 政治
選択 政策学２ 2 2 政治
選択 政治社会学１ 2 2 政治
選択 政治社会学２ 2 2 政治
選択 財政学１ 2 3･4 政治
選択 財政学２ 2 3･4 政治
選択 国際政治経済学１ 2 3･4 政治
選択 国際政治経済学２ 2 3･4 政治
選択 国際開発論 2 3･4 政治
選択 国際協力論 2 3･4 政治

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

「哲学、倫理学、宗教学」 4

各教科の指導法

8

日本史・外国史

「法律学、政治学」

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

日本史・外国史

8

34

61
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

「社会学、経済学」 4

「法律学、政治学」 4

「社会学、経済学」

法学部／政治学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法１（人権） 1 政治
選択 身体運動と健康１ 1 政治
選択 身体運動と健康２ 1 政治
選択 スポーツと健康１ 1 政治
選択 スポーツと健康２ 1 政治
選択 生涯スポーツ実習 1 政治
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｃ 2～4 政治
選択 英語（Ａ）１ 1 政治
選択 英語（Ａ）２ 1 政治
選択 英語（Ｂ）１ 2 政治
選択 英語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 政治
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 政治
選択 フランス語（Ａ）１ 1 政治
選択 フランス語（Ａ）２ 1 政治
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 政治
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 政治
選択 中国語（Ａ）１ 1 政治
選択 中国語（Ａ）２ 1 政治
選択 中国語（Ｂ）１ 2 政治
選択 中国語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 政治
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 政治
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 政治
選択 スペイン語（Ａ）１ 1 政治
選択 スペイン語（Ａ）２ 1 政治
選択 スペイン語（Ｂ）１ 2 政治
選択 スペイン語（Ｂ）２ 2 政治
選択 情報処理１ 1･2 政治
選択 情報処理２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 政治
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 政治

2

1
1
1
1
1

1
1

1

1
1

1

4

2
2
2
2
2

情報機器の操作

2
1

外国語コミュニケーション

1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1

1

日本国憲法 4 4

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

27道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7

大学が独自に設定する科目
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必修 選択
必修 歴史A１ 2 1･2 政治
必修 歴史A２ 2 1･2 政治
必修 歴史B１ 2 1･2 政治
必修 歴史B２ 2 1･2 政治
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職

地誌 必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
選択 日本政治史料講読A1 2 3 政治
選択 日本政治史料講読A2 2 3 政治
選択 歴史D 2 3･4 政治
選択 政治思想史A1 2 3･4 政治
選択 政治思想史A2 2 3･4 政治
選択 政治史A1 2 3･4 政治
選択 政治史A2 2 3･4 政治
選択 日本政治史料講読Ｂ1 2 4 政治
選択 日本政治史料講読Ｂ2 2 4 政治
選択 政治思想史B1 2 3･4 政治
選択 政治思想史B2 2 3･4 政治
選択 政治史B1 2 3･4 政治
選択 政治史B2 2 3･4 政治
選択 歴史C 2 3･4 政治
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

4

4

外国史

日本史

日本史

4
18

4

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8
23

教育実践に関する科目 5

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目

各教科の指導法

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

外国史

大学が独自に設定する科目

10

人文地理学・自然地理学

法学部／政治学科【高校地理歴史】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

59
単位
以上

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
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必修 憲法１（人権） 1 政治
選択 身体運動と健康１ 1 政治
選択 身体運動と健康２ 1 政治
選択 スポーツと健康１ 1 政治
選択 スポーツと健康２ 1 政治
選択 生涯スポーツ実習 1 政治
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｃ 2～4 政治
選択 英語（Ａ）１ 1 政治
選択 英語（Ａ）２ 1 政治
選択 英語（Ｂ）１ 2 政治
選択 英語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 政治
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 政治
選択 フランス語（Ａ）１ 1 政治
選択 フランス語（Ａ）２ 1 政治
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 政治
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 政治
選択 中国語（Ａ）１ 1 政治
選択 中国語（Ａ）２ 1 政治
選択 中国語（Ｂ）１ 2 政治
選択 中国語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 政治
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 政治
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 政治
選択 スペイン語（Ａ）１ 1 政治
選択 スペイン語（Ａ）２ 1 政治
選択 スペイン語（Ｂ）１ 2 政治
選択 スペイン語（Ｂ）２ 2 政治
選択 情報処理１ 1･2 政治
選択 情報処理２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 政治
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 政治

情報機器の操作

2

1
1
1

外国語コミュニケーション
1
1
1

1
1
1

4

2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1

1

1

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

最低修得単位数

日本国憲法 4 4

免許法施行規則に定めらた
科目区分

履修科目 単位 配当年次 履修

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
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必修 選択
必修 政治学１ 2 1 政治
必修 政治学２ 2 1 政治
必修 国際政治学１ 2 2 政治
必修 国際政治学２ 2 2 政治
必修 社会学１ 2 1･2 法律/政治
必修 社会学２ 2 1･2 法律/政治
必修 宗教学１ 2 1･2 政治
必修 宗教学２ 2 1･2 政治
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 憲法１（人権） 4 1 政治
選択 国際学 2 1 政治
選択 平和学 2 1 政治
選択 憲法２（統治） 4 2 政治
選択 現代政治理論１ 2 2 政治
選択 現代政治理論２ 2 2 政治
選択 行政学１ 2 2 政治
選択 行政学２ 2 2 政治
選択 地方政府論１ 2 2 政治
選択 地方政府論２ 2 2 政治
選択 政治過程論１ 2 3･4 政治
選択 政治過程論２ 2 3･4 政治
選択 比較政治論１ 2 3･4 政治
選択 比較政治論２ 2 3･4 政治
選択 地域政治論１ 2 3･4 政治
選択 地域政治論２ 2 3･4 政治
選択 第三世界論１ 2 3･4 政治
選択 第三世界論２ 2 3･4 政治
選択 政策学１ 2 2 政治
選択 政策学２ 2 2 政治
選択 政治社会学１ 2 2 政治
選択 政治社会学２ 2 2 政治
選択 財政学１ 2 3･4 政治
選択 財政学２ 2 3･4 政治
選択 国際政治経済学１ 2 3･4 政治
選択 国際政治経済学２ 2 3･4 政治
選択 国際開発論 2 3･4 政治
選択 国際協力論 2 3･4 政治
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
職
基
幹
科
目

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」

教育の基礎的理解に関する科目

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

教育実践に関する科目

法学部／政治学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

5

大学が独自に設定する科目

20

59
単位
以上

4

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

8
23

4

4

8

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

10
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必修 憲法１（人権） 1 政治
選択 身体運動と健康１ 1 政治
選択 身体運動と健康２ 1 政治
選択 スポーツと健康１ 1 政治
選択 スポーツと健康２ 1 政治
選択 生涯スポーツ実習 1 政治
選択 生涯体育Ａ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ａ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ１ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｂ２ 2～4 政治
選択 生涯体育Ｃ 2～4 政治
選択 英語（Ａ）１ 1 政治
選択 英語（Ａ）２ 1 政治
選択 英語（Ｂ）１ 2 政治
選択 英語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ドイツ語（Ａ）１ 1 政治
選択 ドイツ語（Ａ）２ 1 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ドイツ語（Ｂ）２ 2 政治
選択 フランス語（Ａ）１ 1 政治
選択 フランス語（Ａ）２ 1 政治
選択 フランス語（Ｂ）１ 2 政治
選択 フランス語（Ｂ）２ 2 政治
選択 中国語（Ａ）１ 1 政治
選択 中国語（Ａ）２ 1 政治
選択 中国語（Ｂ）１ 2 政治
選択 中国語（Ｂ）２ 2 政治
選択 ロシア語（Ａ）１ 1 政治
選択 ロシア語（Ａ）２ 1 政治
選択 ロシア語（Ｂ）１ 2 政治
選択 ロシア語（Ｂ）２ 2 政治
選択 スペイン語（Ａ）１ 1 政治
選択 スペイン語（Ａ）２ 1 政治
選択 スペイン語（Ｂ）１ 2 政治
選択 スペイン語（Ｂ）２ 2 政治
選択 情報処理１ 1･2 政治
選択 情報処理２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ１ 1･2 政治
選択 情報処理論Ａ２ 1･2 政治
選択 情報処理論Ｂ１ 3･4 政治
選択 情報処理論Ｂ２ 3･4 政治

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

1

外国語コミュニケーション

1

1
1
1
1

1

1
1
1

日本国憲法 4 4

体育

1

2

1
1
1

1
1
1
1
2

2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 日本史Ⅰ 2 1～4 経済
必修 日本史Ⅱ 2 1～4 経済
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学 2 1～4 経済

「法律学、政治学」 必修 政治学概論 4 1～4 経済 4
必修 基礎マクロ経済学 4 1 経済
必修 基礎ミクロ経済学 4 1 経済

「哲学、倫理学、宗教学」 必修 社会思想史 4 2･3 経済 4
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 日本経済史 4 1 経済
選択 西洋経済史 4 1 経済
選択 憲法 4 1 経済
選択 財政学 4 2･3 経済
選択 マルクス経済学 4 2･3 経済
選択 社会政策 4 2･3 経済
選択 中級マクロ経済学 4 2 経済
選択 中級ミクロ経済学 4 2 経済
選択 独占資本主義論 4 3 経済
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経済
選択 健康・スポーツ科学論 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経済
選択 英語2a 1 経済
選択 英語2b 1 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経済
選択 ICTスキル 3 経済
選択 入門ICT演習 1 経済

4
2

2

2情報機器の操作

1
1
1
1
1
1
1

44
2
1
1

体育 2

1

36

日本史・外国史

地理学(地誌を含む。)
教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

「社会学、経済学」

外国語コミュニケーション

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教育の基礎的理解に関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

「法律学、政治学」

教
職
基
幹
科
目

日本国憲法

配当年次

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
最低修得単位数履修科目 履修

単位

経済学部／経済学科【中学社会】

免許法施行規則に定められた
科目区分

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

63
単位
以上

6

6

8

8

10

10

7

27

「社会学、経済学」

日本史・外国史

教育実践に関する科目

大学が独自に設定する科目

履修科目

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 日本史Ⅰ 2 1～4 経済
必修 日本史Ⅱ 2 1～4 経済

外国史 必修 外国史（教職） 2 1～4 教職 2
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職

地誌 必修 地誌学 2 1～4 経済 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職

日本史 選択 日本経済史 4 1 経済
選択 アジア史Ⅰ 2 1～4 経済
選択 アジア史Ⅱ 2 1～4 経済
選択 欧米史Ⅰ 2 1～4 経済
選択 欧米史Ⅱ 2 1～4 経済
選択 西洋経済史 4 1 経済
選択 地球科学Ⅰ 2 1～4 経済
選択 地球科学Ⅱ 2 1～4 経済
選択 地球環境論Ⅰ 2 1～4 経済
選択 地球環境論Ⅱ 2 1～4 経済
選択 地球科学概論 4 1～4 経済
選択 人口論 4 2 経済
選択 人口分析 4 3･4 経済
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経済
選択 健康・スポーツ科学論 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経済
選択 英語2a 1 経済
選択 英語2b 1 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経済
選択 ICTスキル 3 経済
選択 入門ICT演習 1 経済

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

経済学部／経済学科【高校地理歴史】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

16

外国史

5

大学が独自に設定する科目

4

体育
2

21
1

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

2
2

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1

情報機器の操作

23

教育実践に関する科目

人文地理学・自然地理学

4

4

教育の基礎的理解に関する科目

人文地理学・自然地理学

10

4

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

4

教
職
基
幹
科
目

1

日本国憲法 4

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

59
単位
以上

各教科の指導法

日本史
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必修 選択
「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 必修 政治学概論 4 1～4 経済 4

必修 基礎マクロ経済学 4 1 経済
必修 基礎ミクロ経済学 4 1 経済

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 社会思想史 4 2･3 経済 4
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 憲法 4 1 経済
選択 財政学 4 2･3 経済
選択 マルクス経済学 4 2･3 経済
選択 社会政策 4 2･3 経済
選択 中級マクロ経済学 4 2 経済
選択 中級ミクロ経済学 4 2 経済
選択 独占資本主義論 4 3 経済
選択 日本経済論 4 3･4 経済
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経済
選択 健康・スポーツ科学論 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経済
選択 英語2a 1 経済
選択 英語2b 1 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経済
選択 ICTスキル 3 経済
選択 入門ICT演習 1 経済

大学が独自に設定する科目

経済学部／経済学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」

教育の基礎的理解に関する科目

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 8

20

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

23

教育実践に関する科目 5

2
21

1

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 59

単位
以上

4

日本国憲法 4 4

10

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分

情報機器の操作
4

2
2

教
職
基
幹
科
目

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1

体育
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必修 選択
必修 経営学 4 2 経済
必修 財務会計論 4 2 経済
必修 商法Ⅰ 4 2 経済
必修 システムデザイン 4 3･4 経済
必修 職業指導Ⅰ（教職） 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ（教職） 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 金融論Ⅰ 4 2･3 経済
選択 労使関係論 4 3･4 経済
選択 知的財産法 4 3･4 経済
選択 民法Ⅰ 4 2 経済
選択 民法Ⅱ 4 3･4 経済
選択 金融論Ⅱ 4 3･4 経済
選択 証券市場論 4 3･4 経済
選択 国際金融論 4 2 経済
選択 アジア経営論 2 3･4 経済
選択 多国籍企業論 2 3･4 経済
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経済
選択 健康・スポーツ科学論 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経済
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経済
選択 英語2a 1 経済
選択 英語2b 1 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経済
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経済
選択 ICTスキル 3 経済
選択 入門ICT演習 1 経済

体育

1

外国語コミュニケーション

1

1
1
1
1
1

2
1 2

4
2

1
1

2

大学が独自に設定する科目

日本国憲法 4 4

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

情報機器の操作 2

最低修得単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

24

59
単位
以上

職業指導 4

4

商業の関係科目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

履修科目

5

経済学部／経済学科【高校商業】

商業の関係科目

16

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
配当年次 履修免許法施行規則に定められた

科目区分
単位

23

教育実践に関する科目
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必修 選択
必修 日本史（教職）※ 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職）※ 2 1～4 教職
必修 法学Ⅰ 2 1～4 経情
必修 法学Ⅱ 2 1～4 経情

「社会学、経済学」 必修 経済学史 4 2･3 経情 4
「哲学、倫理学、宗教学」 必修 哲学概論 4 1～4 経情 4

必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 行政学 4 3 経情
選択 国際法 4 3･4 経情
選択 社会保障論 4 3･4 経情
選択 社会福祉論 4 3･4 経情
選択 経済政策論 4 2･3 経情
選択 産業組織論 4 3･4 経情
選択 産業社会学 2 2 経情
選択 労働経済学 4 3･4 経情
選択 計量経済学 4 3･4 経情
選択 空間経済学 4 3 経情
選択 交通経済論 4 3･4 経情
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

※「日本史（教職）」「地誌学（教職）」は教職設置科目です。経済学部設置の「日本史Ⅰ」「地誌学」ではありませんので注意してください。

必修 憲法 1 経情
選択 健康・スポーツ科学論 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経情
選択 英語2a 1 経情
選択 英語2b 1 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経情
選択 ICTスキル 3 経情
選択 入門ICT演習 1 経情

30

59
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

経済学部／経済情報システム学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

各教科の指導法

8

「法律学、政治学」

「社会学、経済学」

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目

大学が独自に設定する科目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

10

27道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

1
1

日本国憲法 4 4

体育
2

21
1

情報機器の操作
4

2
2

日本史・外国史 4

「法律学、政治学」 4

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
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必修 選択
必修 法学Ⅰ 2 1～4 経情
必修 法学Ⅱ 2 1～4 経情
必修 国際法 4 3･4 経情
必修 国際経済学 4 2 経情
必修 経済学史 4 2･3 経情

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 哲学概論 4 1～4 経情 4
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 行政学 4 3 経情
選択 社会保障論 4 3･4 経情
選択 社会福祉論 4 3･4 経情
選択 経済政策論 4 2･3 経情
選択 産業組織論 4 3･4 経情
選択 産業社会学 2 2 経情
選択 労働経済学 4 3･4 経情
選択 計量経済学 4 3･4 経情
選択 空間経済学 4 3 経情
選択 交通経済論 4 3･4 経情
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経情
選択 健康・スポーツ科学論 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経情
選択 英語2a 1 経情
選択 英語2b 1 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経情
選択 ICTスキル 3 経情
選択 入門ICT演習 1 経情

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

8 24

経済学部／経済情報システム学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

履修科目

23

教育実践に関する科目 5

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」 8

4

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

情報機器の操作
4

2
2

教
職
基
幹
科
目

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1

単位

体育
2

21
1

教育の基礎的理解に関する科目 10

大学が独自に設定する科目

日本国憲法 4 4

配当年次 履修 最低修得単位数

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分

59
単位
以上

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項
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必修 選択
必修 簿記論 4 1 経情
必修 経営戦略論 4 3･4 経情
必修 管理会計論 4 2 経情
必修 商法Ⅱ 4 3･4 経情
必修 ICTスキル 4 3 経情
必修 職業指導Ⅰ（教職） 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ（教職） 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 産業構造論 4 2 経情
選択 情報科学 4 2 経情
選択 情報数学 4 2 経情
選択 統計学 4 1 経情
選択 応用統計 4 3･4 経情
選択 経済統計 4 3･4 経情
選択 監査論Ⅰ 2 3･4 経情
選択 監査論Ⅱ 2 3･4 経情
選択 環境会計論 4 3･4 経情
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 経情
選択 健康・スポーツ科学論 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 経情
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 経情
選択 英語2a 1 経情
選択 英語2b 1 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 経情
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 経情
選択 ICTスキル 3 経情
選択 入門ICT演習 1 経情

経済学部／経済情報システム学科【高校商業】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

28

59
単位
以上

職業指導 4

各教科の指導法 4

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

23
教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

20

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

日本国憲法 4 4
2
1
1
1
1
1
1
1
1

体育 2

2

1
4
2

2

1
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必修 選択
必修 日本史（教職）※ 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職）※ 2 1～4 教職
必修 政治学Ⅰ 2 1～4 公環
必修 政治学Ⅱ 2 1～4 公環
必修 社会学Ⅰ 2 1～4 公環
必修 社会学Ⅱ 2 1～4 公環

「哲学、倫理学、宗教学」 必修 倫理学 2 1～4 公環 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 国際関係論 4 2 公環
選択 租税論 4 3･4 公環
選択 地方財政論 4 3･4 公環
選択 公共経済学 4 2 公環
選択 公共政策 4 3 公環
選択 国際公共政策 4 3 公環
選択 環境経済学 4 2 公環
選択 地域システム 4 2 公環
選択 健康経済学 4 3･4 公環
選択 開発と環境 2 3･4 公環
選択 社会と環境 2 3･4 公環
選択 企業と環境 2 3･4 公環
選択 環境リスク論 2 3･4 公環
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

※「日本史（教職）」「地誌学（教職）」は教職設置科目です。経済学部設置の「日本史Ⅰ」「地誌学」ではありませんので注意してください。

必修 憲法 1 公環
選択 健康・スポーツ科学論 1 公環
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 公環
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 公環
選択 英語2a 1 公環
選択 英語2b 1 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 公環
選択 ICTスキル 3 公環
選択 入門ICT演習 1 公環

経済学部／公共・環境経済学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

28

59
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

「法律学、政治学」 4

大学が独自に設定する科目

各教科の指導法

8

27

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

日本史・外国史 4

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

1
1

日本国憲法 4 4

体育
2

21
1

情報機器の操作
4

2
2

「社会学、経済学」 4

「法律学、政治学」

「社会学、経済学」

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1

―28―



必修 選択
必修 政治学Ⅰ 2 1～4 公環
必修 政治学Ⅱ 2 1～4 公環
必修 国際関係論 4 2 公環
必修 社会学Ⅰ 2 1～4 公環
必修 社会学Ⅱ 2 1～4 公環

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 倫理学 2 1～4 公環 2
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 租税論 4 3･4 公環
選択 地方財政論 4 3･4 公環
選択 地域ガバナンス論 2 3･4 公環
選択 環境政策Ⅰ 2 3･4 公環
選択 環境政策Ⅱ 2 3･4 公環
選択 都市経営論 2 3･4 公環
選択 公共経済学 4 2 公環
選択 公共政策 4 3 公環
選択 国際公共政策 4 3 公環
選択 環境経済学 4 2 公環
選択 地域システム 4 2 公環
選択 健康経済学 4 3･4 公環
選択 開発と環境 2 3･4 公環
選択 社会と環境 2 3･4 公環
選択 企業と環境 2 3･4 公環
選択 環境リスク論 2 3･4 公環
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法 1 公環
選択 健康・スポーツ科学論 1 公環
選択 健康・スポーツ実習Ⅰa 1 公環
選択 健康・スポーツ実習Ⅰb 1 公環
選択 英語2a 1 公環
選択 英語2b 1 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語1b） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語2b） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3a） 1～4 公環
選択 ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語3b） 1～4 公環
選択 ICTスキル 3 公環
選択 入門ICT演習 1 公環

経済学部／公共・環境経済学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

59
単位
以上

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 4教

科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1

日本国憲法 4 4

体育
2

23

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」 8

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

18

4

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

情報機器の操作
4

2
2

21
1

―29―
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必修 選択
必修 日本史概説 2 1～4 経営
必修 外国史概説 2 1～4 経営
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学概論 2 1～4 経営

「法律学、政治学」 必修 法学Ⅰ 2 1～4 経営 2
必修 ミクロ経済学 2 2～4 経営
必修 マクロ経済学 2 2～4 経営

「哲学、倫理学、宗教学」 必修 哲学 4 1～4 経営 4
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 歴史学 4 1～4 経営
選択 経済史 4 1～4 経営
選択 経営史 4 2～4 経営
選択 マーケティング史 2 3～4 経営
選択 経済地理 2 1～4 経営
選択 中国経済論 4 3･4 経営
選択 アメリカ経済論 4 3･4 経営
選択 ヨーロッパ経済論 4 3･4 経営
選択 東南アジア経済論 4 3･4 経営
選択 国際関係論 4 1～4 経営
選択 民法概論 4 2～4 経営
選択 計量経済学 4 2～4 経営
選択 貿易論 4 2～4 経営
選択 多国籍企業論 4 3･4 経営
選択 企業経済学 4 3･4 経営
選択 財政学 4 3･4 経営
選択 金融政策論 4 3･4 経営
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2・3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2・3 教職

教
職
基
幹
科
目

教育実践に関する科目

大学が独自に設定する科目

地理学(地誌を含む。)教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

「社会学、経済学」

日本史・外国史

「社会学、経済学」

教育の基礎的理解に関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

「法律学、政治学」

配当年次

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
最低修得単位数履修科目 履修

単位

商学部／経営学科【中学社会】

免許法施行規則に定められた
科目区分

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

59
単位
以上

4

6

4

8

10

10

7

27

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

地理学(地誌を含む。)

28



選択 法学Ⅰ 1 経営
選択 法学Ⅱ 1 経営
選択 健康・スポーツⅠ 1 経営
選択 健康・スポーツⅡ 1 経営
選択 健康・スポーツⅢ 2 経営
選択 健康・スポーツⅣ 2 経営
選択 英語(a)Ⅲ 2 経営
選択 英語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅲ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅳ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ICT概論 1 経営
選択 ICT演習 1 経営
選択 入門データ分析演習 1 経営
選択 応用データ分析演習 1 経営
選択 データベース演習 1 経営
選択 プログラム開発演習 1 経営2

2
2

2

1
1
1
1
2

2

2

1

履修科目

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
単位 配当年次 履修

1

最低修得単位数

1
1
1
1

1

4情報機器の操作

2

1

1

日本国憲法 2
2

1
体育 2

1
1

1

1

外国語コミュニケーション
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必修 選択
日本史 必修 日本史概説 2 1～4 経営
外国史 必修 外国史概説 2 1～4 経営

必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職

地誌 必修 地誌学概論 2 1～4 経営 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職

日本史 選択 歴史学 4 1～4 経営
選択 経済史 4 1～4 経営
選択 経営史 4 2～4 経営
選択 マーケティング史 2 3～4 経営
選択 現代テクノロジー論 4 1～4 経営
選択 環境学 4 1～4 経営
選択 経済地理 2 1～4 経営
選択 中国経済論 4 3･4 経営
選択 アメリカ経済論 4 3･4 経営
選択 ヨーロッパ経済論 4 3･4 経営
選択 東南アジア経済論 4 3･4 経営
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

4

14

59
単位
以上

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

人文地理学・自然地理学 4

各教科の指導法

外国史

人文地理学・自然地理学

4

23

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

商学部／経営学科【高校地理歴史】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

地誌

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8



選択 法学Ⅰ 1 経営
選択 法学Ⅱ 1 経営
選択 健康・スポーツⅠ 1 経営
選択 健康・スポーツⅡ 1 経営
選択 健康・スポーツⅢ 2 経営
選択 健康・スポーツⅣ 2 経営
選択 英語(a)Ⅲ 2 経営
選択 英語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅲ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅳ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ICT概論 1 経営
選択 ICT演習 1 経営
選択 入門データ分析演習 1 経営
選択 応用データ分析演習 1 経営
選択 データベース演習 1 経営
選択 プログラム開発演習 1 経営

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次

4

2
2
2
2
2

情報機器の操作

2

1
1
1
1

1
1

1
1
1

外国語コミュニケーション 2
1

1
1
1

日本国憲法
2

1

2
2

履修 最低修得単位数
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必修 選択
「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 必修 法学Ⅰ 2 1～4 経営 2

必修 ミクロ経済学 2 2～4 経営
必修 マクロ経済学 2 2～4 経営

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 哲学 4 1～4 経営 4
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 国際関係論 4 1～4 経営
選択 民法概論 4 2～4 経営
選択 計量経済学 4 2～4 経営
選択 貿易論 4 2～4 経営
選択 金融システム論 4 2～4 経営
選択 多国籍企業論 4 3･4 経営
選択 企業経済学 4 3･4 経営
選択 財政学 4 3･4 経営
選択 金融政策論 4 3･4 経営

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 選択 心理学 4 1～4 経営
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

大学が独自に設定する科目

59
単位
以上

4

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教育実践に関する科目 5

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

14
「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 4

各教科の指導法

商学部／経営学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数
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選択 法学Ⅰ 1 経営
選択 法学Ⅱ 1 経営
選択 健康・スポーツⅠ 1 経営
選択 健康・スポーツⅡ 1 経営
選択 健康・スポーツⅢ 2 経営
選択 健康・スポーツⅣ 2 経営
選択 英語(a)Ⅲ 2 経営
選択 英語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅲ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅳ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ICT概論 1 経営
選択 ICT演習 1 経営
選択 入門データ分析演習 1 経営
選択 応用データ分析演習 1 経営
選択 データベース演習 1 経営
選択 プログラム開発演習 1 経営

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

1

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

日本国憲法
2

2
2

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

―36―



必修 選択
必修 アカウンティング入門 4 1～4 経営
必修 マネジメント入門 4 1～4 経営
必修 経営情報論 4 3･4 経営
必修 職業指導Ⅰ 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 経営科学 4 2～4 経営
選択 スモールビジネス論 4 3･4 経営
選択 経営組織論 4 3･4 経営
選択 経営戦略論 4 3･4 経営
選択 マーケティング管理論 4 3･4 経営
選択 財務管理論 4 3･4 経営
選択 人事労務管理論 4 3･4 経営
選択 生産管理論 4 3･4 経営
選択 イノベーション論 2 3･4 経営
選択 アントレプレナーシップ論 4 3･4 経営
選択 技術経営論 4 3･4 経営
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

履修 最低修得単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

20

59
単位
以上

職業指導 4

4

教
科
に

関
す
る

専
門
的

事
項

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目
12

商業の関係科目

23

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

商学部／経営学科【高校商業】

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

8

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
免許法施行規則に定められた

科目区分
履修科目

単位
配当年次
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選択 法学Ⅰ 1 経営
選択 法学Ⅱ 1 経営
選択 健康・スポーツⅠ 1 経営
選択 健康・スポーツⅡ 1 経営
選択 健康・スポーツⅢ 2 経営
選択 健康・スポーツⅣ 2 経営
選択 英語(a)Ⅲ 2 経営
選択 英語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 経営
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅲ 2 経営
選択 中国語(a)Ⅳ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 経営
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 経営
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 経営
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 経営
選択 ICT概論 1 経営
選択 ICT演習 1 経営
選択 入門データ分析演習 1 経営
選択 応用データ分析演習 1 経営
選択 データベース演習 1 経営
選択 プログラム開発演習 1 経営

外国語コミュニケーション

1
1

4

2

情報機器の操作

2

1

2
2
2
2
2

1
1
1

1
1

1

1
1
1

1
1

2
2

体育

1

2
1
1
1

日本国憲法
2

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 日本史（教職） 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職

「法律学、政治学」 必修 法学Ⅱ 2 1～4 会計 2
「社会学、経済学」 必修 経済学 4 1～4 会計 4
「哲学、倫理学、宗教学」 必修 社会思想史 4 1～4 会計 4

必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 会社法 4 2～4 会計
選択 税法 4 2～4 会計
選択 企業法務 2 3･4 会計
選択 社会学 4 1～4 会計
選択 社会調査入門 2 1～4 会計
選択 日本経済論 4 2～4 会計
選択 景気変動論 4 3･4 会計
選択 国際金融論 4 3･4 会計
選択 進化経済学 4 3･4 会計
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2・3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2・3 教職

59
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

商学部／会計学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

日本史・外国史 4

28

各教科の指導法

8

「法律学、政治学」

「社会学、経済学」

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

大学が独自に設定する科目

27道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7
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選択 法学Ⅰ 1 会計
選択 法学Ⅱ 1 会計
選択 健康・スポーツⅠ 1 会計
選択 健康・スポーツⅡ 1 会計
選択 健康・スポーツⅢ 2 会計
選択 健康・スポーツⅣ 2 会計
選択 英語(a)Ⅲ 2 会計
選択 英語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅲ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅳ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ICT概論 1 会計
選択 ICT演習 1 会計
選択 入門データ分析演習 1 会計
選択 応用データ分析演習 1 会計
選択 データベース演習 1 会計
選択 プログラム開発演習 1 会計

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

日本国憲法
2

2
2

体育

1

2
1
1
1

1

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2
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必修 選択
「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 必修 法学Ⅱ 2 1～4 会計 2

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 必修 経済学 4 1～4 会計 4

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 社会思想史 4 1～4 会計 4
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 会社法 4 2～4 会計
選択 税法 4 2～4 会計
選択 企業法務 2 3･4 会計
選択 社会学 4 1～4 会計
選択 社会調査入門 2 1～4 会計
選択 日本経済論 4 2～4 会計
選択 景気変動論 4 3･4 会計
選択 国際金融論 4 3･4 会計
選択 進化経済学 4 3･4 会計
選択 貿易システム論 4 3･4 会計
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

14

59
単位
以上

各教科の指導法 4

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

商学部／会計学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数
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選択 法学Ⅰ 1 会計
選択 法学Ⅱ 1 会計
選択 健康・スポーツⅠ 1 会計
選択 健康・スポーツⅡ 1 会計
選択 健康・スポーツⅢ 2 会計
選択 健康・スポーツⅣ 2 会計
選択 英語(a)Ⅲ 2 会計
選択 英語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅲ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅳ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ICT概論 1 会計
選択 ICT演習 1 会計
選択 入門データ分析演習 1 会計
選択 応用データ分析演習 1 会計
選択 データベース演習 1 会計
選択 プログラム開発演習 1 会計

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

1

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

日本国憲法
2

2
2

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 財務会計論 4 2～4 会計
必修 原価計算論 4 2～4 会計
必修 流通論 4 2～4 会計
必修 ICT概論 2 1～4 会計
必修 職業指導Ⅰ 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 高等簿記論 2 1～4 会計
選択 現代制度会計論 2 3･4 会計
選択 監査論 4 3･4 会計
選択 税務会計論 4 2～4 会計
選択 連結会計論 2 2～4 会計
選択 企業結合会計論 2 3･4 会計
選択 英文会計論 2 2～4 会計
選択 国際会計論 2 3･4 会計
選択 管理会計論 4 2～4 会計
選択 経営分析論 4 3･4 会計
選択 戦略管理会計論 2 3･4 会計
選択 コンピュータ会計基礎 2 1～4 会計
選択 会計情報システム論 2 3･4 会計
選択 コスト・マネジメント 2 3･4 会計
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

商学部／会計学科【高校商業】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

22

59
単位
以上

職業指導 4

各教科の指導法 4

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

23
教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

14

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目
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選択 法学Ⅰ 1 会計
選択 法学Ⅱ 1 会計
選択 健康・スポーツⅠ 1 会計
選択 健康・スポーツⅡ 1 会計
選択 健康・スポーツⅢ 2 会計
選択 健康・スポーツⅣ 2 会計
選択 英語(a)Ⅲ 2 会計
選択 英語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 会計
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅲ 2 会計
選択 中国語(a)Ⅳ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 会計
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 会計
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 会計
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 会計
選択 ICT概論 1 会計
選択 ICT演習 1 会計
選択 入門データ分析演習 1 会計
選択 応用データ分析演習 1 会計
選択 データベース演習 1 会計
選択 プログラム開発演習 1 会計

情報機器の操作

2

外国語コミュニケーション

1

4

2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1

1
1
1

日本国憲法
2

1
1
1
1
1

2
2

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 簿記論 4 1～4 商貿
必修 マーケティング入門 4 1～4 商貿
必修 ICT演習 2 1～4 商貿
必修 職業指導Ⅰ 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 消費者行動論 4 2～4 商貿
選択 広告論 4 3･4 商貿
選択 マーケティング・チャネル論 4 2～4 商貿
選択 製品開発論 4 3･4 商貿
選択 物的流通論 4 3･4 商貿
選択 流通政策論 2 3･4 商貿
選択 グローバル流通論 2 3･4 商貿
選択 マーケティング・リサーチ 4 2～4 商貿
選択 グローバル・マーケティング論 4 3･4 商貿
選択 グローバル・ビジネスライティング 4 2～4 商貿
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

10

18

59
単位
以上

4

4

8

10

23

5

商学部／商業・貿易学科【高校商業】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

商業の関係科目

職業指導

各教科の指導法

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

教育実践に関する科目

大学が独自に設定する科目



選択 法学Ⅰ 1 商貿
選択 法学Ⅱ 1 商貿
選択 健康・スポーツⅠ 1 商貿
選択 健康・スポーツⅡ 1 商貿
選択 健康・スポーツⅢ 2 商貿
選択 健康・スポーツⅣ 2 商貿
選択 英語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 英語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 中国語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 中国語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 商貿
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 商貿
選択 ICT概論 1 商貿
選択 ICT演習 1 商貿
選択 入門データ分析演習 1 商貿
選択 応用データ分析演習 1 商貿
選択 データベース演習 1 商貿
選択 プログラム開発演習 1 商貿

情報機器の操作

2

外国語コミュニケーション

1

4

2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1

1
1
1

日本国憲法
2

1
1
1
1
1

2
2

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

―46―



必修 選択
必修 経営学 4 2～4 金融
必修 中級簿記論 2 1～4 金融
必修 入門データ分析演習 2 1～4 金融
必修 職業指導Ⅰ 2 3 教職
必修 職業指導Ⅱ 2 3 教職
必修 商業科教育法１ 2 3 教職
必修 商業科教育法２ 2 3 教職
選択 マネー＆ファイナンス入門 4 1～4 金融
選択 リスクマネジメントと保険 4 3･4 金融
選択 ファイナンス論 4 2～4 金融
選択 商取引とリスクマネジメント 4 3･4 金融
選択 金融市場論 4 2～4 金融
選択 コーポレートファイナンス 4 3･4 金融
選択 インベストメント 4 3･4 金融
選択 応用データ分析演習 2 1～4 金融
選択 データベース演習 2 1～4 金融
選択 プログラム開発演習 2 1～4 金融
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

59
単位
以上

4

各教科の指導法 4

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教育実践に関する科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

商業の関係科目
8

16職業指導

5

大学が独自に設定する科目

商学部／金融学科【高校商業】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数



選択 法学Ⅰ 1 金融
選択 法学Ⅱ 1 金融
選択 健康・スポーツⅠ 1 金融
選択 健康・スポーツⅡ 1 金融
選択 健康・スポーツⅢ 2 金融
選択 健康・スポーツⅣ 2 金融
選択 英語(a)Ⅲ 2 金融
選択 英語(a)Ⅳ 2 金融
選択 ドイツ語(a)Ⅲ 2 金融
選択 ドイツ語(a)Ⅳ 2 金融
選択 フランス語(a)Ⅲ 2 金融
選択 フランス語(a)Ⅳ 2 金融
選択 中国語(a)Ⅲ 2 金融
選択 中国語(a)Ⅳ 2 金融
選択 スペイン語(a)Ⅲ 2 金融
選択 スペイン語(a)Ⅳ 2 金融
選択 ロシア語(a)Ⅲ 2 金融
選択 ロシア語(a)Ⅳ 2 金融
選択 朝鮮語(a)Ⅲ 2 金融
選択 朝鮮語(a)Ⅳ 2 金融
選択 ICT概論 1 金融
選択 ICT演習 1 金融
選択 入門データ分析演習 1 金融
選択 応用データ分析演習 1 金融
選択 データベース演習 1 金融
選択 プログラム開発演習 1 金融

情報機器の操作

2

4

2
2
2
2
2

1

外国語コミュニケーション

1

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

日本国憲法
2

2
2

体育

1

2
1
1
1

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数
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必修 選択
必修 日本史（教職） 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職
必修 法の原理Ⅰ 2 1 政策
必修 法の原理Ⅱ 2 1 政策
必修 経済と社会Ⅰ 2 1 政策
必修 経済と社会Ⅱ 2 1 政策

「哲学、倫理学、宗教学」 必修 比較宗教論 2 2 政策 2
必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職

日本史・外国史 選択 日本・アジア関係史 2 3･4 政策
選択 民族と文化 2 2 政策
選択 地域研究方法論 2 2 政策
選択 南アジア社会文化論 2 2 政策
選択 立憲主義と統治 2 1 政策
選択 環境と社会 2 1 政策
選択 法と経済学 2 1 政策
選択 裁判法Ⅰ 2 1 政策
選択 裁判法Ⅱ 2 1 政策
選択 政策科学概論 2 2 政策
選択 犯罪の概念Ⅰ 2 2 政策
選択 犯罪の概念Ⅱ 2 2 政策
選択 犯罪統御Ⅰ 2 2 政策
選択 犯罪統御Ⅱ 2 2 政策
選択 財産と法Ⅰ 2 2 政策
選択 財産と法Ⅱ 2 2 政策
選択 現代契約法Ⅰ 2 2 政策
選択 現代契約法Ⅱ 2 2 政策
選択 不法行為Ⅰ 2 2 政策
選択 不法行為Ⅱ 2 2 政策
選択 社会安全政策論Ⅰ 2 3･4 政策
選択 社会安全政策論Ⅱ 2 3･4 政策
選択 比較法 2 3･4 政策
選択 行政学Ⅰ 2 3･4 政策
選択 行政学Ⅱ 2 3･4 政策
選択 経済地理学 2 2 政策
選択 金融政策 2 2 政策
選択 産業組織論 2 2 政策
選択 金融論 2 2 政策
選択 経済分析Ⅰ 2 2 政策
選択 経済分析Ⅱ 2 2 政策
選択 経営戦略論 2 2 政策
選択 マーケティング論 2 2 政策
選択 ジャーナリズム論 2 2 政策
選択 国際経営論 2 3･4 政策
選択 日本経済論 2 3･4 政策
選択 開発経済論 2 3･4 政策
選択 人的資源管理論 2 3･4 政策
選択 現代企業論 2 3･4 政策
選択 経営財務論 2 3･4 政策
選択 ベンチャー経営論 2 3･4 政策
選択 流通情報論 2 3･4 政策
選択 市場調査論 2 3･4 政策

「哲学、倫理学、宗教学」 選択 宗教思想 2 3･4 政策

総合政策学部／政策科学科【中学社会】

免許法施行規則に定められた
科目区分

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

59
単位
以上

4

6

4

8

28

日本史・外国史

地理学(地誌を含む。)

4

地理学(地誌を含む。)

「社会学、経済学」

「法律学、政治学」

配当年次

●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」
最低修得単位数履修科目 履修

単位

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

各教科の指導法

「社会学、経済学」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学、政治学」
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必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法と人権 1 政策
選択 フィジカル・リテラシー 1～4 政策
選択 英語１aⅠ 1 政策
選択 英語１aⅡ 1 政策
選択 英語１bⅠ 1 政策
選択 英語１bⅡ 1 政策
必修 データサイエンス基礎 1 政策

配当年次 履修 最低修得単位数

教
職
基
幹
科
目

10

10

7

27

外国語コミュニケーション

2（2種目）

2

大学が独自に設定する科目

履修科目

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
単位

2

日本国憲法

情報機器の操作

22
1

2
1

1
1
1

体育

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

教育実践に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目
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必修 選択
必修 法の原理Ⅰ 2 1 政策
必修 法の原理Ⅱ 2 1 政策
必修 経済と社会Ⅰ 2 1 政策
必修 経済と社会Ⅱ 2 1 政策

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 比較宗教論 2 2 政策 2
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 立憲主義と統治 2 1 政策
選択 環境と社会 2 1 政策
選択 法と経済学 2 1 政策
選択 裁判法Ⅰ 2 1 政策
選択 裁判法Ⅱ 2 1 政策
選択 政策科学概論 2 2 政策
選択 犯罪の概念Ⅰ 2 2 政策
選択 犯罪の概念Ⅱ 2 2 政策
選択 犯罪統御Ⅰ 2 2 政策
選択 犯罪統御Ⅱ 2 2 政策
選択 財産と法Ⅰ 2 2 政策
選択 財産と法Ⅱ 2 2 政策
選択 現代契約法Ⅰ 2 2 政策
選択 現代契約法Ⅱ 2 2 政策
選択 不法行為Ⅰ 2 2 政策
選択 不法行為Ⅱ 2 2 政策
選択 社会安全政策論Ⅰ 2 3･4 政策
選択 社会安全政策論Ⅱ 2 3･4 政策
選択 比較法 2 3･4 政策
選択 行政学Ⅰ 2 3･4 政策
選択 行政学Ⅱ 2 3･4 政策
選択 経済地理学 2 2 政策
選択 金融政策 2 2 政策
選択 産業組織論 2 2 政策
選択 金融論 2 2 政策
選択 経済分析Ⅰ 2 2 政策
選択 経済分析Ⅱ 2 2 政策
選択 経営戦略論 2 2 政策
選択 マーケティング論 2 2 政策
選択 ジャーナリズム論 2 2 政策
選択 国際経営論 2 3･4 政策
選択 日本経済論 2 3･4 政策
選択 開発経済論 2 3･4 政策
選択 人的資源管理論 2 3･4 政策
選択 現代企業論 2 3･4 政策
選択 経営財務論 2 3･4 政策
選択 ベンチャー経営論 2 3･4 政策
選択 流通情報論 2 3･4 政策
選択 市場調査論 2 3･4 政策

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 選択 宗教思想 2 3･4 政策
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

総合政策学部／政策科学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

14

59単
位以
上

「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 4

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 4

4

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

教育実践に関する科目 5

大学が独自に設定する科目

各教科の指導法

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

23
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必修 憲法と人権 1 政策
選択 フィジカル・リテラシー 1～4 政策
選択 英語１aⅠ 1 政策
選択 英語１aⅡ 1 政策
選択 英語１bⅠ 1 政策
選択 英語１bⅡ 1 政策
必修 データサイエンス基礎 1 政策

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

日本国憲法 2 2
体育 1 2（2種目）

情報機器の操作 2 2

外国語コミュニケーション

1

2
1
1
1

―52―



必修 選択
必修 日本史（教職） 2 1～4 教職
必修 外国史（教職） 2 1～4 教職
必修 人文地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 自然地理学（教職） 2 1～4 教職
必修 地誌学（教職） 2 1～4 教職

「法律学、政治学」 必修 政治と社会 2 1 国際 2
「社会学、経済学」 必修 社会学入門 2 1 国際 2
「哲学、倫理学、宗教学」 必修 宗教と社会 2 1 国際 2

必修 社会科・地理歴史科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・地理歴史科教育法２ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 歴史と文明 2 2 国際
選択 アジア近代史 2 2 国際
選択 東アジア社会文化論Ⅰ 2 2 国際
選択 東アジア社会文化論Ⅱ 2 2 国際
選択 東南アジア社会文化論 2 2 国際
選択 西アジア社会文化論 2 2 国際
選択 外交史 2 2 国際
選択 国際システムの理論分析Ⅰ 2 2 国際
選択 国際システムの理論分析Ⅱ 2 2 国際
選択 対外政策決定論 2 2 国際
選択 現代政府論 2 2 国際
選択 国際組織法 2 3･4 国際
選択 政策過程論 2 3･4 国際
選択 政策文化関係論 2 3･4 国際
選択 法政策概論 2 3･4 国際
選択 企業取引法 2 3･4 国際
選択 企業統治と法Ⅰ 2 3･4 国際
選択 企業統治と法Ⅱ 2 3･4 国際
選択 環境政策 2 3･4 国際
選択 情報政策論 2 3･4 国際
選択 国際関係論Ⅰ 2 1 国際
選択 国際関係論Ⅱ 2 1 国際
選択 文化人類学Ⅰ 2 1 国際
選択 社会心理学 2 1 国際
選択 文化人類学Ⅱ 2 2 国際
選択 映像メディア論 2 2 国際
選択 文明の社会学 2 2 国際
選択 比較文化論 2 3･4 国際
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
必修 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

59
単位
以上

地理学(地誌を含む。)
6

総合政策学部／国際政策文化学科【中学社会】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

日本史・外国史 4

24

各教科の指導法

8

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

地理学(地誌を含む。)

「法律学、政治学」

「社会学、経済学」

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

27道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

10

教育実践に関する科目 7

大学が独自に設定する科目

日本史・外国史

―53―



必修 憲法と人権 1 国際
選択 フィジカル・リテラシー 1～4 国際
選択 英語１aⅠ 1 国際
選択 英語１aⅡ 1 国際
選択 英語１bⅠ 1 国際
選択 英語１bⅡ 1 国際
必修 データサイエンス基礎 1 国際

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

情報機器の操作 2 2

外国語コミュニケーション

1

2
1
1
1

日本国憲法 2 2
体育 1 2（2種目）
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必修 選択
「法律学(国際法を含む。)、政治学
(国際政治を含む。)」 必修 政治と社会 2 1 国際 2

「社会学、経済学(国際経済を含
む。)」 必修 社会学入門 2 1 国際 2

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 必修 宗教と社会 2 1 国際 2
必修 社会科・公民科教育法１ 2 3 教職
必修 社会科・公民科教育法２ 2 3 教職
選択 外交史 2 2 国際
選択 国際システムの理論分析Ⅰ 2 2 国際
選択 国際システムの理論分析Ⅱ 2 2 国際
選択 対外政策決定論 2 2 国際
選択 現代政府論 2 2 国際
選択 国際組織法 2 3･4 国際
選択 政策過程論 2 3･4 国際
選択 政策文化関係論 2 3･4 国際
選択 法政策概論 2 3･4 国際
選択 企業取引法 2 3･4 国際
選択 企業統治と法Ⅰ 2 3･4 国際
選択 企業統治と法Ⅱ 2 3･4 国際
選択 環境政策 2 3･4 国際
選択 情報政策論 2 3･4 国際
選択 国際関係論Ⅰ 2 1 国際
選択 国際関係論Ⅱ 2 1 国際
選択 文化人類学Ⅰ 2 1 国際
選択 社会心理学 2 1 国際
選択 文化人類学Ⅱ 2 2 国際
選択 映像メディア論 2 2 国際
選択 文明の社会学 2 2 国際
選択 比較文化論 2 3･4 国際
必修 教育の理念と歴史 2 1 教職
必修 教職の基礎 2 1 教職
必修 教育と社会・制度 2 1 教職
必修 発達と学習の心理 2 1 教職
必修 特別支援教育の基礎 2 2 教職
必修 教育課程と総合的な学習の時間 2 2 教職
必修 生徒指導と特別活動 2 2 教職
必修 教育の方法と技術 2 2 教職
必修 教育相談と進路指導 2 2 教職
必修 教育実習Ⅰ 3 4 教職
選択 教育実習Ⅱ 2 4 教職
必修 教職実践演習 2 4 教職
選択 道徳教育の理論と方法 2 3 教職
選択 学校インターンシップ1 1 2･3 教職
選択 学校インターンシップ2 1 2･3 教職

必修 憲法と人権 1 国際
選択 フィジカル・リテラシー 1～4 国際
選択 英語１aⅠ 1 国際
選択 英語１aⅡ 1 国際
選択 英語１bⅠ 1 国際
選択 英語１bⅡ 1 国際
必修 データサイエンス基礎 1 国際

大学が独自に設定する科目

10

59
単位
以上

4

総合政策学部／国際政策文化学科【高校公民】
●教育職員免許法に定める「教科及び教職に関する科目」

免許法施行規則に定められた
科目区分

履修科目
単位

配当年次 履修 最低修得単位数

5

各教科の指導法

●教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目
免許法施行規則に定めらた

科目区分
履修科目 単位 配当年次 履修 最低修得単位数

日本国憲法 2 2
体育 1 2（2種目）

情報機器の操作 2 2

教
科
に
関
す
る

専
門
的
事
項

教
職
基
幹
科
目

教育の基礎的理解に関する科目 10

23道徳、総合的な学習の時間等の指導
法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目

8

外国語コミュニケーション

1

2
1
1
1

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

「法律学(国際法を含む。)、政
治学(国際政治を含む。)」

「社会学、経済学(国際経済を
含む。)」

教育実践に関する科目
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Ⅳ 各学部共通注意事項 
 

① 表中科目の設置区分が「教職」とある科目名は学部の卒業要件を満たす単位に算入されません。 

② 「教育実習」については、教育実習の資格要件を参照してください。 

③ 当該年次および下級年次配当の科目はすべて履修できますが、上級年次配当の科目は履修できません。 
 

 

Ⅴ 教育実習 
 

１．教育実習の心得 

 教職に関する科目の中でも「教育実習」は、教育現場で実際に実習し単位を修得することになるので、十分な準

備をしたうえで真剣に取り組む必要があります。 

 教育実習の授業科目としては、「教育実習Ⅰ」（３単位）と「教育実習Ⅱ」（２単位）があります。「教育実習

Ⅰ」の３単位には、事前・事後指導１単位が含まれています。 

 事前・事後指導には、指導教授による直接指導のほかに３年次から７回実施される教育実習オリエンテーション

も含まれます。 

 中学校１種普通免許状を取得する場合は、教育実習の単位として５単位が必要となるので、「教育実習Ⅰ」と

「教育実習Ⅱ」の両方を修得しなければなりません。 

 ただし、実際に３週間（15 日間以上）の教育実習を受けることによって「教育実習Ⅰ」と「教育実習Ⅱ」の両方

を同時に修得したことになります。 

 高等学校１種普通免許状を取得する場合は、教育実習の単位として３単位のみ必要なので、「教育実習Ⅰ」

のみ修得すればよいことになります。実習期間は２週間（10日間以上）です。 

 なお、中学校と高校の教員免許状を同時に取得希望の場合は、３週間（15 日間以上）の教育実習を行い、

５単位を修得する必要があります。実習先は中学校でも高校でも構いません。 

 教育実習は、実習校において実際に教壇に立ち授業をするだけでなく、ホームルームで話をしたり各種の事務連絡

を行なったりします。特に実習の成果を高めるためには、事前に実習教科について十分な時間をかけて教材研究をす

るとともに、実習期間中は授業参観を通じて他の先生方の指導ぶりを学んだり、生徒達とも積極的に交流し部活動

にも参加したりする必要があります。 
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 また、教育実習を行なう実習校は、大学の指導体制の関係もあり、本学附属高校あるいは都内公立中学校・高

等学校（これらを指定校と言います）で行なうことを基本としています。ただし、それだけでは受入人数が不足するた

め、地方（母校）での実習も認めています。 

 なお、実習校は実習生を受け入れる義務はないにも関わらず、将来教職に就く後輩のために厚意と協力によって

受け入れ、指導をしてくださいます。したがって、教職に就く意志が薄弱である、基礎学力が不足している、実習を安

易に考えているなど、教育実習に対して熱意がないと判断せざるを得ない場合には、教育実習の履修は許可しませ

ん。 

 

２．教育実習の履修資格要件 

 教育実習の履修にあたっては、以下の諸条件を満たしていることが必要です。一つでも満たしていない場合は履修

できません。 

(1) 「教職基幹科目」のうち以下に掲げる科目を実習前年度中に修得済であること 

・「教育の理念と歴史」 

・「教職の基礎」 

・「教育と社会・制度」 

・「発達と学習の心理」 

・「（各教科の）教科教育法１・２」 

 

(2) 教育実習事前指導の一環として実習の前年度より実施する「教育実習オリエンテーション（Ａ～Ｇ（全７

回））」に全回出席していること。 

(3) 教育実習に関する必要な諸手続を遅滞なく完了していること。 

(4) 教職に対する理解と熱意、また免許取得しようとする教科についての充分な基礎学力や専門知識を持っている

こと。 

  なお、以上の教育実習履修資格要件に加えて、更に、下枠の「東京都公立学校教育実習取扱要綱」に定めら

れている教育実習資格を満たさない場合も、教育実習は履修できません。 
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３．教育実習の諸手続 

 教育実習に関する事務は、教職事務室（３号館・文学部事務室内）が取扱っています。 

 教育実習希望者（履修者）は３年次の春から実施される下表の教育実習オリエンテーションに出席して、実習申

込の手続きを行なうとともに、その他の諸手続や指導を受けなければなりません。 

 なお、教育実習の手続の詳細については、教職事務室が３年次の教育実習オリエンテーションＡで配付する「教

育実習必携」に掲載されているので必読のこと。 

行事と手続き 時  期 備  考 

教育実習オリエンテーションＡ ３年次の４月初旬 
（その前月３月に行う場合もある） 教育実習の意義と心構え 

教育実習オリエンテーションＢ ３年次の４月下旬 実習手続 
教育実習オリエンテーションＣ ３年次の９月下旬 実習の意思確認 
教育実習オリエンテーションＤ ３年次の 11月下旬 実習体験発表 
教育実習オリエンテーションＥ ３年次の３月中旬 実習直前の実際的指導 

東京都公立学校教育実習取扱要綱（抜粋） 

（教育実習生の実習資格） 

第５条 この要綱に基づき、公立学校において教育実習ができる者は、次の各号に掲げる要件を備えた者に限

る。 

(1) 東京都内にキャンパスがある大学等に在籍する者で各号に該当するもの 

(ｱ) 東京都内にキャンパスがある大学等に在籍する者のうち教育実習の実施について、あらかじめ東京都教育

委員会に実施の届出を行った大学等に在籍する者であること。 

(ｲ) 大学等の最高学年に在学し、若しくはこれと同等以上で教育職員免許状取得見込みで、教職に就く意思

のある者であること。 

（中略） 

２ 前項各号の規定にかかわらず、次の各号に該当するものは除く。 

(1) 伝染の恐れのある疾病若しくは教育実習を行う上で妨げとなる精神障害等のある者 

(2) 公立学校の正常な教育活動を妨げるおそれのある者 

（教育実習生の責務） 

第 12条 教育実習生は、大学等及び教育実習校の指導に誠実に従わなければならない。 
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教育実習手数料の納入 ３年次の３月中旬 詳細についてはオリエンテーション
Ｅで説明 

定期健康診断の受診 ４年次の４月 本学保健センターで実施 

教育実習オリエンテーションＦ ４年次の４月下旬 授業づくりのポイント 
（教科別） 

教育実習オリエンテーションＧ ４年次の４月下旬 受入れ校からの最終指導 
教育実習オリエンテーション 
（大学実習指導教授個別指導） ４年次の４～５月 個別指導 

実習校との事前打ち合せ ４年次の４月～９月 実習開始の約 10日前頃 

教育実習 ４年次の４月～９月 2～3週間（教育実習Ⅰ･Ⅱ） 

教育実習録の提出 実習終了後 指定された期日までに教職事
務室へ提出 

（注） １．教職事務室掲示板（３号館３階）および教職事務室ＷＥＢサイトには常に注意すること。（行事

や手続きに関する詳細や変更事項などについても、掲示板、ＷＥＢサイトにてお知らせします。） 

２．上記の行事は全て出席が必須です。教育実習オリエンテーションは教育実習の履修要件になっており、

１回でも欠席した場合は教育実習の履修を認めません。やむを得ない理由（授業・介護等体験との重

複）により出席できない場合は、必ず事前に教職事務室で手続きをとること。 

 
 

Ⅵ 教職実践演習について 
 

１．「教職実践演習」の趣旨・目的 

 「教職実践演習」は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動を通じ、履修者が身につ

けた資質能力が、教員として最小限必要な資質能力として有機的に統合され、形成されたかについて、大学が自ら

の養成する教員像や到達目標等に照らして最終的に確認するための科目であり、教職課程の履修を通じた「学び

の軌跡の集大成」として位置づけられるものです。履修者はこの科目を通じて、将来、教員になる上で、自己にとって

何が課題であるのか自覚し、必要に応じて不足している知識や技能等を補い、その定着を図ることにより、教職生活

をより円滑にスタートできるようになることを目的としています。 
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２．「教職履修ポートフォリオ」について 

この「教職実践演習」において、教職課程の履修状況を振り返る材料として「教職履修ポートフォリオ」の作成が

義務づけられています。「教職履修ポートフォリオ」は、大学側が学生の履修状況を把握するためものであると同時に、

個々の学生が自らの教職課程の学びの履歴を確認するためのものです。 

本学ではこの「ポートフォリオ」を「CUORE（クオーレ）」と名付けています。 

「教職実践演習」の履修にあたっては、その履修前までに「CUORE」が完全に記入済みであることが前提となります。

よって、各自は「CUORE」に綴じ込む資料を「ファイル一覧」によって確認しファイルするとともに、各教職科目の履修

修了時に指定用紙に「教職科目の履修・成績状況」を記述し、それらを踏まえて「自己評価表」を記入しておきまし

ょう。 

 

◆ 活用について 

「CUORE」は、主に４年次後期の「教職実践演習」の履修に際して用いられるものですが、２～３年次において

も教職関係の授業で提出を求められたり、教育実習委員会においても記入内容について確認を求められたりする

ことがあります。 

ただし、「教職実践演習」及び個別指導の中で「CUORE」が用いられた場合でも、教員免許状取得のための

必要単位の確認や免許状取得を保証するものではありません。教職課程の履修を計画するにあたっては、各自

が各学部の「教職科目一覧表」に従い、自己の責任において履修して下さい。 

 

◆ 保管について 

「CUORE」は、教職課程履修開始時に購入し、本学の教職課程を履修する上で使用するものですが、本学を卒

業後に他大学等で教職課程を履修する場合には、その大学から提出を求められることもあります。各自で教員免

許状を取得するまで大切に保管して下さい。 

 

◆ 作成について 

「CUORE」の作成については、ガイダンスを開催し、その作成方法を説明しますが、作成にあたって必要となるファ

イルを事前に生協で購入して下さい。必ずそのファイルを持参のうえ、ガイダンスに出席して下さい。日時等は教職

事務室掲示板でお知らせします。 
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３．「教職実践演習」の履修にあたっての留意事項 

履修に際しては２．「教職実践演習」の趣旨・目的にもあるように教職課程の履修を通じた「学びの軌跡の集大

成」として履修することが求められています。よって学生の皆さんはそのことに留意し、教職履修要項に示された科目を

配当年次にしっかりと修得して下さい。また、授業内容には教育実習のふり返りが含まれていることから、教職実践演

習を履修するためには、なるべく、前期終了日までに教育実習を終了しておくようにして下さい。 
 

Ⅶ 介護等体験 
 

１．介護等体験 

 介護等体験について、本要項では概要しか記載してありませんので、体験が必要な人は、詳細を記載した別冊の

「介護等体験の手引き」を必ず熟読して下さい。 

※「介護等体験の手引き」は、2 年次４月の介護等体験申込説明会の際配付します。（日程については新規履

修ガイダンス後、掲示等で必ず確認のこと。） 

⑴ 介護等体験制度 

①  体験の義務付け 

介護等体験特例法（1998 年４月１日施行の「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教

育職員免許法の特例等に関する法律」の略称）により 1998 年４月に入学した大学・短大の１年次から、小

学校・中学校の教諭の普通免許状（専修免許状・１種免許状・２種免許状）を取得する場合、従来から必

要とされている教職関係科目等の所定単位の修得及び卒業（修了）資格のほかに、新たに介護等体験（以

下「体験」と略称する）を行うことが必要になりました。 

※教員免許状（小学校・中学校の普通免許状）申請の際は、体験証明書を提出しなければなりません。 

② 受入施設・学校 

 体験先は、社会福祉施設（以下「施設」と略称、１年目に体験する）と特別支援学校（以下「学校」と略称、

原則２年目に体験する）の二つです。 

③ 体験の日数（期間） 

 体験は、７日間（原則として施設で５日間、学校で２日間）行うことになっています。 
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④ 体験年齢（年次） 

 体験は、18 歳に達していればできることになっています。ただし、本学の場合は教職科目の履修が 1 年次後期

からになっているため、介護等体験は２年次から行い、３年次終了までに体験しておくことが望ましいでしょう。 

⑤ 体験時期（時間） 

 体験時期（時間）は、受入施設（１年目、２年生以上）・学校（２年目、３年生以上）側の都合に合

わせて決められます。また、施設での体験時間は、１日概ね５～６時間とされています。学校では体験時期・内

容により体験時間が異なります。 

⑥ 体験内容 

 受入施設・学校の判断に任されていますが、一般的には、介護、介助のほか障害者、高齢者の話し相手、散歩

の付き添いなどの交流等の体験、あるいは掃除や洗濯などのように受入施設の職員が行う業務の補助など、幅広

い体験内容が想定されています。 

⑦ 体験の証明 

 体験を行う場合、原則として体験者自身が教育委員会所定の証明書用紙を体験初日に受入施設・学校へ持

参し、体験最終日の終了後に証明書を発行してもらうことになります。 

 

⑵ 体験の手続 

① 申込 

 体験の申込は、教職課程を履修し、且つ中学校教諭の普通免許状を取得する人に限り受け付けます。体験は、

原則として１年目に施設、２年目に学校に行くことになります。施設の場合は、原則として、東京都社会福祉協

議会に対し大学が一括して申込手続きを行います。学校の場合は、東京都教育委員会に対し大学が一括して

申込手続きを行います。 

② 時期 

 手続きの時期は、介護等体験申込説明会を実施した後の４月上旬頃の予定です。所定の手続日以外は、申

込受付ができなくなるので留意してください。 

③ 体験受入先 

 施設の場合は、原則として東京都社会福祉協議会が受入調整を行い、受入先を決定します。学校の場合は、

東京都教育委員会が受入調整を行い、受入先を決定します。 
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④ 保険の加入 

 介護等体験を行う場合、財団法人日本国際教育支援協会を介して以下の２種類の保険に加入しなければ

なりません。加入していない場合は、施設・学校とも体験させてもらえません。ただし、 下記アの保険は入学時に

大学にて一括加入していますので、イの保険にのみ加入することになります。保険費用は 210 円です（前年度実

績）。 

ア．「学生教育研究災害傷害保険」……自分が怪我した場合の保険です。 

イ．「インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険」……怪我をさせたり、施設のものを誤って壊したりした場

合の保険です。 

※上記の保険は、いずれも体験活動中に発生した場合が対象となります。 

⑤ 経費（体験費用）の徴収 

 経費は、施設の場合のみ「体験費用」として徴収します。学校は、徴収しません。体験費用は、申込手続きをす

る際に納入して下さい。納入後は、体験活動の有無（辞退等）に関係なくいかなる場合も返還できません。した

がって、安易な申込は絶対にしないで下さい。 

⑥ 体験費用の徴収額 

 東京都内の施設で体験する場合の体験費用は、10,260円です（前年度実績）。 

⑦ 細菌（検便）検査の提出 

 施設から細菌（検便）検査の要請があります。細菌（検便）を各自指定された期日までに教職事務室へ提

出して下さい。教職事務室から検査機関に依頼し、検査報告は大学から各施設へ送ります。費用は 580円です

（前年度実績）。 

―64―



⑶ 介護等体験関係の年間行事等 

【社会福祉施設（１年目）】 

時 期 行事・手続等（含提出書類・留意事項） 

1月下旬 介護等体験ガイダンス 

３月下旬 
～ 

４月上旬 
介護等体験申込説明会（介護等体験の手引き、体験申込書配布） 

４月上旬 
介護等体験申込書提出 
定期健康診断（体験予定者は必ず受診のこと） 

５月初旬
と 

６月下旬 
社会福祉施設事前指導Ⅰ、Ⅱ 

８月上旬 
～ 

３月下旬 

体験開始 
◇体験前は、参考図書等を読み予備知識を身につけておく必要があります。 
◇体験前の提出書類→体験希望学生個人票・介護等体験事前学習報告書・健康診断
書・「麻疹抗体検査受診票」貼付票・検便/細菌検査結果など 

◇体験前に受取る書類→体験証明書・体験記/感想文・自己評価表等の用紙など 
◇体験後の提出書類→体験証明書・体験記/感想文・自己評価表など 

 

【特別支援学校（２年目）】 

時 期 行事・手続等（含提出書類・留意事項） 

３月下旬 
～ 

４月上旬 

特別支援学校事前指導 
※一人一冊「フィリア」（参考図書）を貸出します。 
定期健康診断（体験予定者は必ず受診のこと） 

５月中旬 
～ 

３月下旬 

体験開始 
◇体験前は、参考図書等を読み予備知識を身につけておく必要があります。 
◇体験前の提出書類→介護等体験事前学習報告書 
◇体験前事前グループ指導→体験時期に応じて、少人数で体験前事前グループ指導を受けてい
ただきます。 

◇体験前に受取る書類→体験証明書・体験記/感想文など 
◇体験後の提出書類→体験証明書・体験記/感想文・フィリア（参考図書） 

注．上記年間行事は予定です。教職事務室の掲示板（３号館３階）に注意すること。 
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Ⅷ 履修に際しての諸手続および注意 
 

１．履修登録について 

履修届は、手続の中でも最も重要な手続の一つであり、届出の遅延や誤りは認めませんので以下に記す事項、

ならびに履修届についての掲示事項を厳守するよう十分注意して下さい。 

(1) 年度はじめにその年に履修しようとする全科目（後期開講科目含む）等をWEB上（C plus）で登録して

下さい。「学校インターンシップ」については、ガイダンスに必ず出席してください。出席しなかった場合、当該年度

の登録は認めません。 

(2) 上級年次の科目を履修することはできません。下級年次に配当された科目は履修することができます。 

２．｢教職履修料」納入について 

 「教職履修料」を各学部の指定した日までに、コンビニエンスストアで振り込んで下さい。 

３．学士編入学者 

 学士編入学者は、学部の科目の換算された単位が必ずしも免許法上の認定単位とは限りませんので、前大学

の「成績証明書」と「学力に関する証明書」を学習指導（新規履修生対象の学習指導とは別途に行う）の際提

示し、所属学部で個人指導を受けて下さい。 
 

Ⅸ 教育職員免許状一括申請について 
 

 教職課程の所定の単位を修得すると、卒業と同時に、教育職員免許状（教員免許状）が授与されます。 

 教員免許状は、本来各人が卒業後、その居住する都道府県の教育委員会へ個人申請をして授与されるもので

すが、卒業と同時に教職に就くことが予定されている学生の便宜をはかるためと、授与権者（東京都教育委員会）

からの事務処理上の要請から、大学ごとにとりまとめて一括して免許状の申請手続きをとることになっています。 

 このため、対象者は、４年次の４月下旬に実施する「教育実習オリエンテーションＧ」で申請手続きを行って下さい。

その申請手続きをした人について、教職事務室が取りまとめて東京都教育委員会へ教員免許状の一括申請手続

きを開始します。 

 また、上記の免許状一括申請者を対象に、10 月下旬から 11 月上旬頃に「免許状一括申請ガイダンス」を開催

します。そこでは、個人毎にプリントされた「免許状授与願チェックリスト」を配付し、各自その記載事項をチェックしたう

えで、宣誓書に署名捺印してもらいますので、印鑑（シャチハタ印不可）を携帯して必ず出席して下さい。 

 なお、以上の手続きを怠った場合は、一括申請はできません。卒業後に自分で申請時に居住する教育委員会に

出向き、直接個人申請手続きをすることになります。 
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 免許状一括申請を完了した人の免許状の授与は、卒業式の日となります。 
 

Ⅹ 教職課程科目等履修生制度について 
 

 将来、教育職員をめざし学部卒業までに教員免許状を取得するための必要単位を一部または全部修得できなか

った場合や、すでに免許状を取得していて、卒業後に別の教科の免許状を取得したい場合は、教員免許状取得の

ための科目等履修生制度によって必要単位を修得し免許状を取得する方法があります。教職課程科目等履修生

制度の概要は次のとおりです。詳しくは教職事務室にお問い合わせ下さい。 

(1) 本学学部卒業生であること。（学士の称号を有する者） 

(2) 取得できる免許教科は、原則、学部・学科に与えられた教科となります。 

(3) 科目等履修生募集要項を２月上旬に教職事務室で入手のうえ、指定期日（３月中旬）に選考試験を受

け合格しなければなりません。 

(4)履修期間は１年間です。１年間で免許状を取得できない場合は、次年度における科目等履修生の選考を経

て、履修することになります。なお、教育実習の単位を未修得の場合は、教育実習履修前年度における事前指

導（オリエンテーション）を受講後、教育実習の履修となるため、１年間で免許状を取得することはできません。ま

た、この事前指導（オリエンテーション）の受講のみ、及び介護等体験のみで在籍することはできません。 

(5)科目等履修生は法改正等により在学中と履修要件が変更になる可能性があります。 

―67―



Ⅺ 教職に関する証明書 
 

 教職に関する証明書については下記のとおりです。 

 証明書の申請は、所属・出身学部事務室へ申請して下さい。なお、教職課程科目等履修生の科目等履修期

間の各種申請は教職事務室となります。 

 種    類 対   象 手  数  料 

教 

 

 

職 

教育職員免許状取得見込証明書 
教職単位修得見込みの在学生

（４年次以上） １通につき 

 在学生：300円 

 卒業生：500円 

学力に関する証明書（種類・教科別） 卒業生 

基礎資格証明書（学士号証明） 卒業生 

教育職員に関する人物証明書 在学・卒業生 

１．採用試験を実施する機関で、発行する募集要項等により証明書が指定用紙か否かを確認し、指定用紙の場

合はその用紙を添付して申請して下さい。 

２．免許状取得見込証明書・学力に関する証明書は免許状の種類・教科によって証明書の内容が異なるため、

申請の際に免許状の種類（中一種・高一種・専修）・教科を必ず申し出て下さい。 

３．人物証明書は学部事務室では記入できませんので、演習の担任教員・教育実習の指導教授・元クラス担任

教員等に本人が記入を依頼し、記入済の証明書用紙を添付して申請して下さい（記入者印必要）。その後、

所属学部事務室で学長印を押印し証明書として発行します。 

（注）各都道府県の教員採用試験募集要項の入手方法については、各都道府県教育委員会のホームペー

ジで調べて下さい。 
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4月

6月

9月

1月
3月

4月
□オリエンテーションA
　（3月実施と同内容）
□オリエンテーションB
□教育実習申込受付

5月

6月

7月 学校インターンシップ履修ガイダンス
(希望者)

8月

9月 □オリエンテーションC 『教職実践演習』履修(後期)

10月 教員採用試験対策講座開講
【16回実施】任意有料

免許状一括申請ガイダンス

11月

12月

1月 □教育実習ガイダンス

2月

3月

□オリエンテーションA
　（4月に同内容で実施）
■介護等体験事前指導Ⅲ
　（特別支援学校）
学校インターンシップ履修ガイ
ダンス(希望者)

□オリエンテーションE
□教育実習決定

教職課程履修の流れ

■社会福祉施設体験（期間内で5日間）
学校インターンシップ履修ガイダンス

□教育実習内諾書提出
■特別支援学校事前指導
■特別支援学校体験開始
（5月～翌年3月の期間内に2日間）

1年次

■介護等体験申込説明会
■介護等体験申込受付

□オリエンテーションF
□オリエンテーションG
□指導教授事前指導

　　　　　  教職新規履修ガイダンス       ★教職課程履修希望者は、必ず出席してください。
　　　　　【ポートフォリオ（CUORE)購入】
ポートフォリオ（CUORE）作成ガイダンス
教職科目履修登録

学校インターンシップ履修ガイダンス(希望者)

                  ●教職課程は1年次後期からの履修です。教員免許状取得を考えている学生は、1年次で履修できる
                  　各学部設置の「日本国憲法」・「体育」・「外国語コミュニケーション」・「情報機器の操作」等の
                  　科目を、免許状の種類・教科にかかわらず履修してください。
                  ●計画的な履修登録は必須です。特に教職基幹科目は、4年次後期開講の「教職実践演習」を除いて、
                  　すべて4年次の前期までに履修・修得するよう心がけてください。

■介護等体験事前指導Ⅰ
　（社会福祉施設）
■介護等体験事前指導Ⅱ
　（社会福祉施設）

□教育実習開始

教員採用試験
※都道府県ごとで試験日程が
　異なるので各教育委員会Web
　ページを確認。

■介護等体験ガイダンス

教職課程ガイダンス　☆教職課程について説明をします。任意参加のガイダンスです。

□教育実習　　■介護等体験

各種行事については、年度によって開催時期等が変更になる場合があります。
詳細は掲示等で確認してください。

□オリエンテーションD
□実習校内定（指定校）

　　　　卒業式
　　　【教員免許状受領】

2年次 3年次 4年次

スタート

ゴール
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